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山形銀行とのサステナブルファイナンス分野における連携および商品共同開発について 

～地域金融機関との課題解決型の協業を通じた地方創生/サステナビリティへの取り組み～ 
 

当行は、株式会社山形銀行（本社：山形県山形市、頭取：長谷川吉茂、以下「山形銀行」）と、「サステナブルファ

イナンス分野における連携・協力に関する基本契約」を本日付で締結しました。この業務連携において、当行は、山形

銀行の法人ビジネスにおける ESG やサステナビリティの理解促進から戦略化までの支援として、サステナブルファイナンス

に関する新商品開発や、推進体制の構築および関連する施策の実施について協力してまいります。 

 

【サステナブルファイナンス分野における協働イメージ】 

 
 

 

本業務連携に先立ち、当行は山形銀行のサステブルファイナンス新商品の設計支援をするとともに、理解浸透のた

めの研修実施等の支援を実施してきました。新商品では、山形銀行のお客さまである中堅・中小企業の ESG 経営に

繋がる目標を検討・設定し、目標が達成された際に適用金利を優遇するほか、当行サステナブルインパクト推進部サ

ステナブルインパクト評価室が、希望する山形銀行のお客様に対し、KPI の提案を含めた企業の ESG 経営に係るアド

バイザリーを行うサービスを提供することが含まれる予定です。 

 

地域金融機関は、地域の核として、地域の持続性の向上に資する ESG 地域金融の実践が期待されているなかで、

お客さまである地元の中堅・中小企業の企業規模および地域経済の特色や実情に応じた、実効性のある推進体制

づくりが課題となっています。当行では、「事業を通じたサステナビリティの推進」の施策として地域金融機関や企業等へ

の支援を通じた地方創生への取り組みを掲げており、本連携は、当行がこれまでに培ったサステナビリティに関する知見

やノウハウを活用して、かかる課題に対する具体的なソリューションを提供するものとなります。 

 

当行では、引き続き、地域金融機関のプラットフォーマーとして、持続可能な地域社会の実現に向け、全国の地域

金融機関との連携を図ってまいります。 

 

【業務連携・協力の主な内容】 

（１） 山形銀行のサステナブルファイナンス新商品開発・推進に係る体制構築及び関連する施策の実施 

（２） 山形銀行の取引先向け ESG/SDGs の取組に係るアドバイザリーサービスの検討・実施 

（３） 原則準拠型を含めたサステナブルファイナンス（グリーンローン、ソーシャルローン、サステナビリティ・リンク・ローン、ポジ

ティブインパクトファイナンス等）の共同組成 

（４） 持続可能な地域社会の実現に向け、地域経済の発展・活性化につなげるための協働・情報交換 
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お問い合わせ先 

        SBI新生銀行 グループ IR・広報部 

 報道機関のみなさま： SBIShinsei_PR@sbishinseibank.co.jp 

株主・投資家のみなさま： SBIShinsei_IR@sbishinseibank.co.jp 
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